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2016/3/2インタビュー調査シート
【質問１】　デザインのお仕事をする際に、デザインの専門家として重要であると考えている姿勢・信念について教えてください。

※いくつでも構いません。

①　　　　　　　　　　 ②                            ③                             ④　　　　　　　　　⑤

⑥　　　　　　　　　　 ⑦                            ⑧                             ⑨                           ⑩

【質問２】 【質問１】で解答した専門家の姿勢・信念は、いつ（when）、どのようなきっかけによって(how)形成されたものでしょうか。
上記の番号と共に以下の表に記入してください。また、その契機となった出来事等についてのキーワードを書き込んでください。

大学時代 大学卒業後 入社後①（１～５年） 入社後②（５年～10年） 　 現在(10年～)

【キーワード】　 【キーワード】　 【キーワード】　 【キーワード】　 【キーワード】　

形
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た
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